








































1) 本稿は、先に平成 21 年度科学研究費補助金基盤研究 (c) 研究成果報告書「山形市方言に















記述は主に、祭者 (1959 年生まれ、男性。 18 歳まで山形市に在住、以後 24 歳まで東京、
その後現在までの約 25 年聞は大阪在住)の内省によって行う。また、内省を活性化するた






日本語記述文法研究会編 (2003) は、引用・伝聞を表す「って」と1"(する)そうだJ に
ついて、 r 1"ってj はどのような発言があったかということを伝える形式であり、伝聞とい
うより引用に近J い (176 ぺ、)、また r (する)そうだj は f他者からの情報によって知り
えたことを知識としてたくわえ、それを聞き手に伝達する J (175 べ)とその用法を説明し
ている。









用の用法に、ドは r (する)そうだj の担う伝聞の用法にほぼ相当するということができる
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渋谷勝己







































































3) 次のようなとりたて助詞等の挿入を許す文は、 ~3.1 で述べた基本的な引用文である。
0 太郎は俺に fばかj テユタだけでなく、「あっちへ行けJ T """'i'芝主主









(23) キ fそこはお化けが出るよj テユウナー



































































(b) また、伝え聞いたことの内容は、 (34) や (35) のように反復して生起する事象で
あることが多いが、一回的な事象でも使用できないわけではない。ただしその場合、伝聞




























(b) ッタの場合には、話し手がその場に身を置くことが、上の (37) "-' (39) のように
























( (45a) と (46) の例)。




(46) í しまった! J {テ/牟ド}オモテ急いで電話してみたけど、もう遅かった
これらの文の場合には、引用鮪とテのあいだにポーズをおくことが可能である。
(ト2) また、オモウの主語が話し手ではなく第三者である場合にも、テが用いられる
( (47a) と (48) の例)。
(47) a 太郎は、次郎が今日来る{テ/車ド}オモタらしくて、家で待ってた
b 俺は次郎が今日来る{*テ/ド}オモテ、ずっと家で待っていたんだ









次に、主節の述語 (í言う」や「思う J など)が文に顕在化することがなく、ドが文末調
化している場合(したがってもはや複文とは言えない場合)を考える。便宜的に、命令文
や勧誘文(平叙文+べ)、疑問文などに下接した場合(共通語の fってJ に類似。 ~4.2.1)
と、平叙文に下接した場合(共通語の í(する)そうだj に相当。 ~4ユ2) にわけて考える。
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を映画にさそったのは今日でなくともよく、また (52) で[おまえj が用いられているよ
うに、これらの引用節は間接話法になっている。







しかも、 (53) (54) ともに、共通語ではもとの発話主体(あの人、先輩)はガでマークさ
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